
東北アジア青銅器文化の形成

1.東 北アジアの青銅器文化論

これから東北アジアにおいて、 どのようにして青銅器文化が形成されて行ったか、そのメカ

ニズムは何かとい う点 についてわた し自身の考えをお話 し致 します。

皆様方はすでにご承知のように、考古学では人類の歴史を、石器時代、青銅器時代、鉄器時

代の三時代 に区分 しています。石器時代 は更に旧石器時代 と新石器時代に細分 して、新石器時

代には人類 は穀物を栽培 し、動物を飼育する生産経済に入った段階と認定 しています。これに

対 して青銅器時代 には文字が発明され、一定の領域 を含む政治的な支配組織が確立 して、人類

が新 しい段階に進展 したと考 えられています。従いまして青銅器時代あるいは青銅器文化の研

究の意味は、その地方において領域的な政治的社会がどのように形成 されたかをみることで、

その地域の歴史の発展段階を把握することです。中国の中原に展開した高度な青銅器文化 に隣

接する、東北アジアでどのようにして青銅器文化が形成されて行ったかをみることは、ひいて

は韓国、そ して 日本での政治的社会がどのようにして作られて行ったかを知るうえで、無視す

ることのできない重要な意義をもっていることは、改めて申すまでのことはないでしょう。

東北アジアにおける青銅器文化の研究は、中国の青銅舞器を中心 とする独特な青銅器文化が

どのように して形成されたかという論点から出発致 しました。その際には東北アジアはユーラ

シア北方の草原地帯 と同一の文化グループとして扱われて、研究が進められてきました。マ ッ

クス ・レール(MaxLeohr)は シベ リアの青銅器文化が年代的に古 く、その影響下に中国の青

銅器文化がで きあが った と想定 しましたが、カールグ レン(Karlgren)、 やイェ トマール

(Yettmar)は 中国の青銅器がシベリアのミヌシンスク盆地の青銅器よりも絶対年代は古 くな

り、中国の青銅器文化はオリエントやシベリアとは無関係 に形成されたとみていました。

戦後 になり、ソヴィエ トの学者によるシベリアの青銅器文化の研究が進んできます と、中国

や東北アジアに共通 してみ られる青銅短剣などは、決 して古いものではなく、カラスク期の後

半期、すなわち紀元前11世 紀から10世紀にかけての頃に成立 したことが分かってきました。す

ると中国においての青銅短剣のほうが年代的に古 くなり、起源論においてはシベリアの青銅器

文化は考慮 しなくて もいい ようになってきました。その結果、青銅製の武器を中心 とする長城

以北の青銅器文化 と、青銅舞器を主体 として父や車馬具をもつ中原的な青銅器文化が どのよう

に係わ りあいを持 っているかとい う点に論点が絞 られてきて、今 日では東北アジアで独 自に青

銅器文化が形成された とみる見解 と、中国の中原文化の影響の下に、東北アジアで特異な青銅

器文化が開花 したとみる説に別れています。

中国東北アジアの青銅器文化を研究する学者の中で、一年齢の高い人は中原 との関係を重視 し、

若い世代 には独 自説が多 く見 られます。すなわち新石器時代以来のその地方の生活の中で育ま

れた道具を基 にして、それを青銅器に移 し変えることで、中原 とは異なった青銅器文化が成立
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した と解釈す るのであ り、最 近ではこの説が有力 になって きてい ます。

2.河 北省の燕関係遺跡

この問題 を考えて行 くうえで重要な鍵を握るのは、中原地帯 と長城以北の東北アジァとの中

間地帯における、青銅器文化の実態です。最近中国では北京周辺での考古学の調査が盛んに行

われ、西周初期の大規模な遺跡群が明 らかにされつつあ ります。北京の西南、房山県董家林で

は 「コ」字形 に巡る都城趾が発見 されています。完全に残 っている北側の壁の長 さは829m、

東 と西側は約300m確 認 されています。遺構の切 り合い関係から股代 に遡上する年代が想定さ

れています し、同じ北京の劉家河では股代後期の大きな墓が発掘されていますので、紀元前12

～11世紀ころには、北京周辺は股の文化的な影響があったことが知 られます。

そ して董家林に隣接する黄土披 という台地上には西周の時期の大規模な墓地群が発見 されま

して、股の安陽で見 られるような墓の構造 が明らかにされてきました。この琉璃河で出土 した

青銅器には銘文(文 字)が 刻 まれていて、それを判読することでこの墓地の性格を掴むことが

できます。代表的な例文 を見て行 くと次のようなものがあ ります。

(1)M52号 鼎 侯が復 に貝3綴 り賜った。このため復 は父乙の宝器を作った。

(2)M52号 尊 医侯が復 に衣服、男女の奴隷、貝を賜 った。このため復は父乙の宝器 を

作った。

この銘文はM52号 の被葬者は復 という人物で、医侯 に仕えていたことが分か ります。医は燕

の古い字体ですから、西周初期に燕に封建 された召公一族 と関係することも知 られます。

(3)M53号 箆 医侯が仮 に貝3綴 りを賜った。仮は父戊の宝器 を作った。

仮 は修 と同じです。「～の記念に父の宝器を作った」 という表現は股に関係するものですか ら、

先の復 もこの仮 も股 と繋が りの深い人物であったことが分か ります。

(4)M251号 高 戊辰という所で医侯が白矩に貝を賜ったので、父戊の宝器を作た。

(5)M253号 鼎 医侯が董という人物を宗周すなわち今日の西安に行かせ、太保に貢物をし

た。太保はこれに対 して董に貝を賜ったので大子の癸の宝器を作った。

太保は初代の燕の封建領主である召公爽のことです。これと関連する青銅器 として日本の京

都にあ ります泉屋博古館に戦前収蔵された鼎の銘文に 「医侯旨が初めて西安に行って召公爽に

挨拶 した。爽は召公の旨に貝20綴 りを賜ったので母の宝器を作った」 というのがあります。す

ると北京に実際に赴いたのは爽の息子である 「旨」で 「旨」が医侯 と呼ばれていたことが知ら

れます。

(6)M193曇 王が太保に言うには、太保は清明な気持ちで祭政を行 ったのでそ

の行いに対 して 「克」 を侯にして医の領主にしてあげよう。

次の史から克までは様々な読み方が考えられ、統一できませんが、終わ りの文言は 「医の地

に入って祭政を行い、その記念に宝器を作った」 とあります。この銘文の 「克」を名詞に採る

か助動詞に採るか意見が別れます。名詞 とすれば医侯の名前は 「克」になり、助動詞に採れば
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太保を医侯に任 じたことになります。

このように北京周辺には西周初期(紀 元前10世紀頃)の 段階に既に中原的な政治勢力が及ん

でいたことが知 られます。 またその青銅器文化の内実は、墓の副葬品でみるように中原それも

段文化に共通する要素を強 くもつ ものです し、青銅器に刻まれた銘文からも、股と関係の深い

集団であったことが知 られます。

3.東 北アジアの埋納遺跡

この燕の墓から出土 した青銅器 と全 く同様なものが、実は東北アジアの南部の各所で発見さ

れています。それらは北京市の藍溝橋、牛欄山、内蒙古の牛波羅、敷包山、遼寧省の北洞村、

山湾子、馬廠溝、少波汰溝、木頭城子、大廟、花爾楼、吉林省天宝同遺跡などがあり、その他

に喀左県の南溝屯で1941年 に発見 された鼎がありますが、その出土状況がよく分かりません。

これらの遺跡を地図のうえに ドットを落 として行きます と、シラムレン河の南、遼河の西の一

帯に広がっていることが分かります。

これ らの遺跡から出土 した青銅器の銘文をい くつか拾いあげてみます と、山湾子の箆 には

「白矩が宝器を作 った」 とあ りますが、この白矩は琉璃河で出土 した 「白矩」 と同一人物 と考

えられますので、燕 と強い関係があることが分か ります。また馬廠溝で発見 されました孟には

「医侯が飯盛器 を作 った」 という銘文がありますので、ますますそのことが確実になります。

このような青銅器が多数一括 して大地の中に埋められるという現象については、様々に解釈

されますが、 もっともふさわしいのは、その地方を征服 した証 として記念の青銅祭器を埋め、

天地の神に祈 りを捧げる儀式が行われたとみる見方です。すなわち北京に封建 された燕は、そ

れに反対する勢力 を駆逐 して遼河以西 まで進出したことを物語るものです。こうした青銅舞器

ばか りを一括 して埋納 した遺跡の他に、青銅製武器だけを埋納 した遺跡も発見 されています。

それらには、河北省少河南村、抄道溝、遼寧省楊河、二十家子、波拉赤、梢戸房子村、撫順市、

大紅旗、柳湾などがあ ります。これらも一例 を除いて全て遼河の西側に分布 しています。これ

らの遺跡から出土する青銅製の武器は従来股の時代の物 と判定 されていましたが、さきに述べ

た北京周辺での西周の遺跡で発見 される青銅製の武器に類似することか ら、西周の初期の段階

のものであ り、青銅舞器 と同様に征服記念 として土地の精霊を鎮めるために大地に埋納 された

ものであることが分か ります。

4.青 銅器埋納遺跡の年代

これら燕と関連する青銅器の埋納遺跡の年代はどのように考えられるで しょうか。青銅器そ

のものの型式からは、股代に遡上するものもありますが、多 くは西周の初期の ものであること

が、その銘文 によって知 られます。なお細か くみてゆくと、大 きくは2つ の時期 に区分できそ

うです。青銅器の埋納遺跡それ自体からはなかなか判断はつきかねますが、北京の琉璃河墓地

で発見 された例では、青銅器の組み合わせによって西周初期でも、成王の時期 と、康王の時期
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に分けることが可能です。

琉璃河1区 の墓地では、副葬品として土器の高、缶の数が接近 してセットになるグループと

缶だけが副葬 されるグループが見 られます。そして前者の墓では青銅器の鼎、篤、曇、尊、爵、

解などの 「礼器」のみで、副葬品が構成されるのに対 して、後者の墓では青銅製の礼器の他に

父、剣、鉾などの武器が多 く出土 します。これらのことは、時期的な違いを示す ものと考えら

れ、それぞれ成王期 と康王期に比定できます。琉璃河の墓地を2時 期 に区分 します と、

成王期M50,M54,M1043,M1193

康王期M52,M53,M251,M253,M1029,M1055

となります。

こうした琉璃河墓地の年代区分を東北アジアの青銅器埋納遺跡 に当てはめて行 きます と、牛

欄山、北洞村 と山湾子の一部が年代的には古 く、山湾子の一部、馬廠溝、それに藍溝橋の例が

康王期に該当 します。その他の埋納遺跡については中国の学者が詳 しく報告 していませんので、

分析することができません。

上で述べた埋納遺跡が戦勝記念であるとすると、燕による東北アジアへの進出は、成王と康

王の2時 期に別れて行われたことを物語 ります。いまのところ 「医」 もしくは 「医侯」の銘文

をもつ ものは康王期のものに限 られることが分か ります。

河北省や遼寧省で出土するこの時期の青銅器には、人物名 もしくは種族名 と考えられるもの

が多 く見 られ、しかもその殆どが燕に結び付 くものか、股に関係するものです。すなわち、燕

の召公爽やその子弟は股の遺民を率いて、東北アジアに遠征 したことが知 られるのです。ちょ

うどこのころ周公旦が股民六族を率いて魯国に封建 されたのが良い例になるでしょう。燕 に率

いられた人々の名前は次のようになります。

山洞村 成王期 亜微、再、ぶん、亜眞侯災

山湾子 成王期 魚、史、尺、舟、車篤、戊

山湾子 康王期 戌、白矩、叔サ、サ、棚万、輩伯

馬廠溝 康王期 魚、察、史伐、父

このように様々な名前が出て来ます。しかもその殆どが股に繋が りの深い物であることが、股

関係の遺物に見 られる銘文にしば しば登場することで窺えます。

この ようにして、東北アジアに青銅器が登場するのは紀元前10世 紀に西周の召公一族を中心

とした勢力によって、この地方が征服された結果として、出現 したことが想定できます。 しか

もその燕の勢力の主体をなしたのは、その名前にみられるように股の残存勢力であったことが

あきらかであ り、胡のはらない文など、股の都である安陽で出土するものと類似 した武器が登

場するのもうなずけましょう。

5.医 侯関係の遺跡

青銅器に刻 まれた人物名あるいは種族名の分析をもう少 し続けて行 きましょう。西周初期の
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青銅器にみ られるこうした名前をみてゆくと、どうも殆どが箕侯 に関係する者が多 く見られま

す。山洞村の鼎にある銘文にはその銅器の最後の 「亜箕侯昊」 とあ りますから、箕の一族であ

ることが分かります。また北京の牛欄山で も 「亜箕侯契」の銘文がある。山洞村や牛欄山遺跡

は青銅器の埋納遺跡のなかで も、最 も古い段階の物です。更にやや時代の下る藍溝橋や馬廠溝

では 「亜箕侯臭」の銘文をもったものがあ り、琉璃河墓地でも箕に関係する青銅器が出土 して

います。すると召公一族 による東北アジアへの進出においてはこの 「箕侯」が大 きく係わって

いたことが推定されます。このことは必ず しも箕だけによる東北アジアへの展開を物語るもの

ではありません。少 しは箕関係以外の青銅器 も出土します し、この箕については薦溝橋出土の

青銅器の銘文に 「医侯が亜に貝 を賜ったので、父乙の宝器を作った」「亜箕侯臭」 とあ ります

から、あ くまでも燕の封建領主である召公の支配下にあり、その指示によった行動であったこ

とを窺わせます。

この箕については、般の甲骨文字にも登場 しますし、股の有力な支配階層を形成 していまし

た。 またこの箕は箕 と解釈 されますので箕子朝鮮とも繋が りのあるもので、以上述べた青銅器

の埋納遺跡を取 り上げて、東北アジアに紀元前10世紀に 「箕子朝鮮が実在 した」 と説 く人 もい

ます。

箕に関係する青銅器が出土するのはこの時代だけではありません し、もう少 し広い範囲に分

布 しています。それらを年代順に挙げてゆきますと、つ ぎのようにな ります。

西周初期 陳西省斎鎮村 箕女

山東省益都県 箕侯亜契

西周末期 山東省煙台市 箕侯

春秋前期 山東省南埠村 箕白

このほかにも春秋期から戦国期にかけてのころ、山東省の東半分で契侯 に関する青銅器が多 く

出土 しています。このため、私は東北アジアに西周もしくは股代の後期 に箕子朝鮮が存在 した

とは考えません。北京以北の各地にみ られる昊侯関係の遺跡は青銅器の埋納遺跡であり、あ く

まで も燕がこの地方 に進出する時期に関係 して出現するものであることは、これまで述べて来

たことでお解 りでしょう。そ して藍溝橋や益都県での銘文にみられるように、召公の支配下に

あったこともみてきました。このうち益都県の例は墓出土品であ り、埋納遺跡 とは性格が異

なって、その土地の近 くが箕の領土であったことを物語 ります。さらにこの山東省の東半分か

ら引き続いて箕侯関係の青銅器が戦国期 まで出土することは、この地域 に箕関係の国があった

ことを示すものであると考えます。

異氏 は姜(莞)姓 ですか ら、本来は山西か陳西地方にいた氏族であったと思われます。「周

公 は東海の人な り」 と記す文献 もありますので、あるいは段末に周公坦一族とともに、山東地

方へ移住 させ られたのかもしれません。 この箕が股の有力な集団のひとつであったのが、周の

武王による股の打倒行動に加担 して、召公爽の下で、東北アジアの平定作戦に加わって、青銅

器の埋納遺跡を東北アジアへ残 したというのが、実情でしょう。その功績により山東地域に箕
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国として封建されたものと考えられます。『漢書』「地理志」に 「娘椰郡有箕県」 とあるのはこ

れを正確 に伝 えたものと思われます。

終わりに

箕侯関係のことで少々横道にそれましたが、これまで見て来たように東北アジアではまず、

股末に青銅器文化の余波が及び、本格的には西周初期、紀元前10世 紀に燕による進出 という形

で、青銅器文化が成立いたしました。その内容はみてきましたように、中国の中原地域と基本

的には同一の ものとみて差 し支えあ りません。この地方に独特な青銅器文化が開花するのは、

燕の勢力が衰える西周の末期にならなければなりません。

内蒙古南山根遺跡はそうした東北アジアにおける、独 自の青銅器文化の展開があったことを

我々に知らせてくれる、代表的な遺跡です。石榔墓という特殊な墓の構造をもち、遼寧式(琵

琶形)銅 剣を保有するなど非中国的な要素をしていますが、青銅の容器は中国的であり、また

南山根遺跡出土の骨製飾 り板に見られるように中国的な車馬を持っています。さらに青銅製の

文はこの車馬に伴 う戦闘様式であり、決して非中国的な物ばか りみられるという訳ではありま

せん。

東北アジアにおいてこうした中国的な物質文化が払拭 されるのは、これより更に遅れ、戦国

時代 を待 たなければな りません。このように遼河の西側では、中国の中原的な文化の影響が強

く見 られるのに対 して、遼東地方か ら東は中国文化の間接的な影響を受け入れたに過 ぎず、こ

のことか ら却って独 自の青銅器文化を展開させて来ました。韓半島全体に広 くみられる支石墓

などの墓制 もそのひとつで、この遼東の青銅器文化こそ韓国、ひいては日本の歴史に大きな、

そ して重大な影響 を与えたことは東亜大学校の沈奉謹先生が強 く主張 しておられることは皆様

ご承知の通 りです。

ご清聴ありが とうございました。

1991年9月13日 韓国東亜大学校博物館での講演
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